
トラック運送事業の未来を描くシンボルとなるために

会員等が利用しやすいセンター

機能性・効率性を重視した経済的なセンター

環境に配慮したセンター

災害に強いセンター

感染症対策に配慮したセンター

職員の働きやすいセンター
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トラック協会のシンボルとして、
トラック運送事業の発展の拠点

0 業界のシンボルとなるダイナミックな外観
環境に呼応する建築形態の表現
効率的な空間配置と動線計画
木造による準耐火構造と軸組の現し仕上げの実現

コスト削減による保管備蓄倉庫の確保
気象分析と環境シミュレーションによる環境への適合
日射制御と太陽光発電による太陽光の利用
昼光利用による室内照度の確保
卓越風を考慮した形態による自然通風の利用
外皮・設備設計による快適性確保とゼロエネルギーの達成
環境に合わせた空間利用と感染症対策

大空間の1階配置による構造合理化と利便性の確保

基本理念・基本方針 設計方針

▲1階エントランス　中央の動線の床仕上げを変えて左右のエリアを
　視覚的に分ける

敷地面積
構造規模
床面積

駐車台数

7,010.23㎡
木造2階建て
1階 ：1,093.09㎡
2階 ：   496.78㎡
合計：1589.87㎡（480.93坪）
別棟（保管備蓄倉庫）:
　　298.94㎡（90.42坪）
154台
（普通車150台　大型車4台）

▲日本の分野別CO2排出量(2020年)
  JCCCAウエブサイトより

保管備蓄倉庫

既存コンビニエンスストア

既存トラックステーション管理棟

サーバー

▲1階事務室　高窓からの採光による明るく開放的な空間

▲1階大研修室　200人以上収容のホール。可動間仕切やパーティション
による分割利用が可能

▲2階ロビー　打ち合わせや休憩用のスペースとしても利用

▲配置図・各階平面図 S=1/1000

風を受け止める正面北側を
Solar_Side、太陽の影響を
制御する裏面南側を
Wind_Sideと位置づけ設計
を行う。

南東道路側から見える南面も
第二のファサードとして配慮する

光を取り入れ、風を排気する
高窓と屋根形状

冬季の日射を取得し蓄熱するため
南面窓を大きくする

光を室内に導く
ライトシェルフ大屋根部に太陽光発電を設置。

環境に応じて屋根形状・向きを
決定する

▲南東道路側からの外観イメージ

▲鳥瞰イメージ

上記の配置計画・ゾーニングのもと、各部屋の間の関連性を整理し、利用者の動線や、外観、断面の自
由度、環境的な特性等を考慮した上で、無駄のない効率的なプランとなるように平面計画を行いました。
(各部については事項アイソメ図参照）

平面計画 機能的で利便性の高い平面計画

配置計画・ゾーニング

▲アプローチ時の正面外観 入口と内部機能が分かりやすい構成とする▲ゾーニング▲日射による配置パターンの検討

環境に適した配置計画と機能的・経済的なゾーニング

近隣の土地と建物の形状を入力した上でいくつかのパターンで積算日射量の解析を行ったところ、敷地北
側に東西に長い建物を配置した場合が最も夏季と冬季の日射量のバランスが良く環境負荷が小さくな
ったため、駐車場の配置や利便性・建物の見え方・通風などを考慮した上で現在の配置としました。
また、事務室や大研修室は1階に配置したほうが機能的であると判断し、貸事務所を2階とした一部2階
建てとなるゾーニングを行っています。

現在、私たちの豊かな生活は運送事業によって支えられており、その重要
性は増加の一途をたどっています。
一方で日本の分野別CO2排出量は、運輸部門で約18％、建築関連
合計で約40％を占めており、どちらも省エネルギー化が喫緊の課題です。

そこで、協会の「社会と共生し、環境にやさしいトラック輸送の実現」とい
う目標達成にむけて、会員の環境意識と業界イメージを向上させトラック
運送事業の未来を描くシンボルとなるような建築、「環境とつながるエコ
ロジカルセンター」としての建築を提案します。

また、複雑な世界情勢の中、建築コストも日々変動しており、余談を許
さない状況にあります。
そのような中、これらの思いを実現するためには、計画における徹底した
合理化とともに、それを居心地の良さや建築的魅力につなげるような総
合的な視点が必要です。
本計画では、複数の基本方針を同時に満たすような効果的な設計方
針を立てるとともに、BIMによる設計と環境シミュレーションを設計プロ
セスに組み込むことで、合理化と魅力の創出を両立させ、協会理念を実
現させる建築を目指します。

門・サインの位置はコンビニとの
協議等踏まえて決定する

▲計画概要

▲基本理念と設計方針の対応関係

2階

ロビー

エントランス

管理者駐車場
25台

貸事務所

会議室
控室

大研修室

倉庫1

ロビー

事務室

書庫

倉庫2

EV

給湯

WC

更衣室

WC 給湯

貸事務所

小研修室

EV

WC WC

WC
WC

更衣室

一般駐車場125台

大型車駐車場4台

1階

デッキ
車両入口

正面入口裏玄関

南からの日射を
コントロールする
よう庇を設ける

通風有効時の卓越風

西日は隣地建物で
カットされる

環境の良い位置に事務室を配置

小研修室は事務所への
貸出も考慮し2階に配置

ロビー・デッキは
打合せや休憩にも使える

環境の良い位置に
貸事務室を配置

コストをコントロールすることで
保管備蓄倉庫を確保

大研修室は1階に設け
手前にロビーを配置する

午前中の日射はブラインドなどの
シェードで制御する。

北東・及び北西からの
風を受け止める袖壁

研修センターゾーン
貸事務所ゾーン
共用ゾーン

研修センターゾーン
貸事務所ゾーン
共用ゾーン

雨掛りの少ない場所に木材を利用する

中央部にエントランスを配置

エントランス
ロビー受付

燃えしろ設計
による木部現し

燃えしろ設計
による木部現し

燃えしろ設計
による木部現し

燃えしろ設計
による木部現し

2Fへ

日射を制御し
光と風を取り入れる

可動間仕切レール

事務室

ロビー
屋外デッキへ

光と風を取り入れる

大研修室

日射
風
人・車

N

Solar_Side

wind_Side

通風有効時の卓越風である
北東および北西の風を考慮
して計画を行う



建物3Dデータ気象データ

21,840

16,380

10,010

9,100

14,560
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▲夏季と冬季の外皮への受熱日射量　南面の日射量は夏が小さく、冬が大きくなっている

▲湿り空気線図

▲卓越風によるCFD解析結果（断面図）　風上と風下の風圧差が大きくなる
ように形状を調整する。

▲風ベクトルを3DCADにとりこみ、モデル内を
歩き回ることで直感的に風の流れを把握する

▲室内照度とDA値のヒートマップ 居室のほとんどで太陽光のみによる照度が確保されている 

構造計画・断面計画

環境計画

風環境解析：通風の効率化　建物形態・開口部のデザイン

光環境解析：室内照度の確保　建物形態・開口部のデザイン

日射量解析：建物配置とシェード（庇等）・開口部のデザイン

気象分析：鹿児島の気象データの活用と分析

外皮性能及び設備設計：快適性の確保とネット・ゼロ・エネルギー

BIMによる設計と環境シミュレーション

燃えしろ

▲構造軸組イメージ

▲事務室の活用例　環境特性に応じたレイアウトを行う

▲通風有効時の風配図

赤線の部分は燃えしろ設計とし
木材を現し仕上げとしながら
準耐火構造を実現します

大研修室

ロビー

エントランス

昼光利用による十分な照度が得られるように、建物形状や開口部をデザインします。
また、特定時間の不快グレアも確認し対策を行います。

通風有効時の卓越風を適切に取り入れられるように建物形状や開口部の位置・形式
などをデザインします。また、年間を通して、感染症対策としての通気に配慮します。

気象データ(EPW)を取り込み解析に用いるとともに、大まかな傾向を掴みとります。
湿り空気線図によると、夏季の日射遮蔽、冬季の内部発熱を有効利用する外皮性
能の強化、及び直達日射の利用が特に
有効です。
また、20～27℃の通風有効時に限定す
ると、北西と北東の風が卓越しています。
これらを踏まえた上で、全体および細部
のデザインを行います。

▲年間の自然室温による快適性分布
快適な時間帯を増やすように適切な外皮性能と設
備性能を設計する。

本計画は一部2階建ての在来軸組工法（一部木造トラス）とすることで建設コストを抑えるとと
もに、CO2の削減・固定によって環境にやさしい建築を目指します。
事務室・大研修室・貸事務所等の大空間を、1階もしくは2階建ての2階に設けることで、大スパン
部の負担荷重を低減し、断面の自由度を高めます。これによって、機能的で開放感のある空間
の実現と、環境に応じた適切な形状の断面計画が可能となります。
また、階高を一般的な柱長が4ｍ以内となるように抑えることで、一般流通材を有効活用するとと
もに、外皮面積を圧縮することによって建設コストおよび環境負荷を低減します。

1F
2F

上部が屋根のみで大スパンが可能・
断面計画の自由度の高いエリア

上部に2階床が乗るため小部屋の
分割による無理のない構造計画を
行うエリア

3Dモデリングを中心としたBIMの活用により、作
業効率を高め、環境シミュレーションとの連携を容
易にすることができます。
また、効率化によって、シミュレーションとデザインそ
のものに多くの時間を割くことが可能となります。

BIMによる設計 3Dモデル 環境シミュレーション
データ活用

フィードバック

▲BIMによる設計と環境シミュレーション　シミュレーションによるフィードバック
のサイクルを繰り返すことでより環境にやさしい建築へと近づけることができる

自然環境を有効に活用することで、適温の室内に光に溢れ、風が通り抜ける。
これは、環境にやさしいだけでなく、人間が本来心地よいと感じる環境であり、快適な
執務環境の基礎であります。そして、その心地よさ・環境とつながっているという感覚が環
境意識を醸成するベースとなります。
本計画では、3Dモデルと気象データの利用による環境シミュレーションを設計プロセスに
組み込むことで、快適で環境にやさしい建築の実現を目指します。

日射・光・風環境および室内の開放感や外観、
コストといった様々な要素のバランスをみながら、
自然室温における快適な時間帯を最大化するよ
うに最適な外皮性能を設計します。
その上で、太陽光発電を含めた、適切な設備設
計を行うことでコストを抑えながらネット・ゼロ・エネ
ルギー化を目指します。

環境と建築の関係をビジュアル化し、関係者の共通理解を得ることは、設計を円滑
に進めるとともに、運営時に建築を最大限使いこなせるようになることにもつながりま
す。
また、建築の性能を明確にし、過不足のない設備計画を行うことで、イニシャルコスト
およびランニングコスト・環境への負荷を低減します。
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大研修室　357.98㎡

事務室　299.73㎡
ｴﾝﾄﾗﾝｽ・廊下　77.01㎡

風除室　19.87㎡

ロビー　102.36㎡

倉庫2　15.70㎡

給湯室　9.94㎡

会議室兼控室　39.75㎡

トイレ　46.36㎡

更衣室　28.50㎡

倉庫1　39.91㎡

書庫　49.69㎡

トイレ　43.06㎡

給湯室　9.94㎡

ロビー　143.59㎡

貸事務所1　39.83㎡

小研修室　46.33㎡

貸事務所2　198.92㎡

▲各フロアーのアイソメ図と執務レベルの風の流れ
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2

冬季の日射を取得
する日当たりの良い
位置に休憩・打合
せコーナーを配置

比較的環境が安
定し開放感のある
位置に執務コーナ
ーを配置

エントランスから事
務所に入った突き
当りに、部屋として
囲われた応接室を
配置

受付と執務室の近
くにパーティションで
囲われた相談コー
ナーを配置

エントランスからアク
セスの良い位置に
受付を配置

植栽帯の近くの明
るく開放的な位置
に待合コーナーを
配置

執務空間から裏
玄関へと通じる
廊下を確保

アクセスしやすく環境の良い
1階東側に配置。夜間はシ
ャッター等で閉鎖可能に

アクセスしやすい1階西側に
配置。可動間仕切りによっ
て分割が可能。自立式パ
ーティションによってリモートセ
ミナーなどにも対応する。

大研修室にアクセスしやす
い位置に配置

常時開放も可能。セキュリ
ティゲートを兼ねることを検
討

夜間は裏玄関にてセキュリ
ティ管理を行う

大研修室の手前に人溜ま
りとしてのロビーを配置

各所にアクセスしやすい位
置に。事務所休憩コーナー
に簡易な給湯コーナーを設
けても良い

執務室と裏玄関からアクセ
スのしやすい位置に配置

執務室と裏玄関からアクセ
スのしやすい位置に配置

執務室と裏玄関からアクセ
スのしやすい位置に配置

大研修室へとアクセスのし
やすい位置に配置

階段を登ってアクセスのしや
すい位置に

階段を登ってアクセスのしや
すい位置に配置

事務所入所者の利用も考
慮し、2階に配置

縦動線の近くに打合せ・休
憩も可能なロビーを配置

経済的で環境にやさしい構造・断面計画

環境シミュレーションによって、場所ごとの環境特性を把握し、場
所に応じた空間の使い方を検討します。
さらに、空間の使い方に応じてより環境が良くなるような建築的
操作を行うといったサイクルを繰り返すことで、より環境とつながる
建築の実現を目指します。

環境とつながる建築の実現
環境特性の把握 空間の使い方の検討

環境シミュレーション 使い方に合わせた
建築的操作

1 夏の日射抑制と冬の日射取得
2 昼光利用による照度確保
3 太陽光発電による日射利用
4 植栽帯を通じた風の取り入れ
5 風を呼び込む屋根形状

検証と調整のサイクルによって快適さを生み出す
▲2階建てエリア断面イメージ　風を受け止めるSolar_Sideと太陽の影響を制御するWind_Side

応接室

相談
コーナー

相談
コーナー

待合
コーナー受付・執務

コーナー

執務コーナー

休憩・打合せ
コーナー

サーバー
書庫倉庫1

更衣室 更衣室

4

事務室

木造による軽量化によって、地盤
補強工事を省略もしくは簡略化し、
コストを削減します

3

可動間仕切パネル

1 夏の日射抑制と冬の日射取得
2 昼光利用による照度確保
3 太陽光発電による日射利用
4 植栽帯を通じた風の取り入れ
５ 風を呼び込む屋根形状
6 ２階外壁が風の向きを制御し風を呼び込む
7 ウインドキャッチャーとしての袖壁と庇

夏季は総日射量を小さく・開口部からの日射を遮るように、冬季は総日射量を大き
く・南面の開口部から日射を取り入れるように、配置・断面形状・シェード・開口の位
置を検討します。

←b

←c

←a

←b

←c

←a

←b

←c

←a

←b

←c

←a

（１）

（2）

（3）

（4）
←

▲いくつかの屋根形状にて卓越風での開口部の風
速を求めた結果、塔屋タイプの(4)が最も執務レベ
ルでの風速が大きい。エアボリュームも考慮し現段
階では(4)を選択した。

風速(m/s)
(1) (2) (3) (4)

a 3.98 3.98 3.86 3.78
b 1.23 1.28 1.32 1.57
c 1.53 1.68 1.55 3.04

デッキ

7

7

Solar_Side wind_Side

５

▲平屋エリア断面イメージ
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7

7
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